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ボーリング柱状図
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栃木県矢板土木事務所 2008-11-05 ～ 2008-11-08
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242.74 3.50 3.50

玉石混り
砂礫
(GS-B)

235.85 6.89 10.39

粘土混じ
り玉石混
じり砂礫
(GS-B-C)

暗
灰

褐
灰

密
な

非
常
に
密
な

φ10～50mm程度の円,亜円礫を主
体とする
φ150～600mm(コア長
L=50～200mmの3倍程度として推
定)の玉石が連続混入
礫間は粗砂により充填され細粒分
の混入は殆どない
2.20m付近より少量の粘土が混じ
る
孔壁崩壊し易い
全体にルーズな堆積状態

φ10～50mm程度の円，亜円礫を
主体とする

φ150～600mm(コア長
L=50～200mmの3倍程度として推
定)の玉石が連続混入

礫間は砂と粘土により充填されて
いる
風化礫を混入している

8.5m付近で完全漏水する
9.7～9.9m間は砂分が多い

全体に締まって堆積している
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